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※個人情報の取扱いについて

当本部事業の案内は会員企業・労組のほか、一般の企業・労組にもお送りしております。今後、この様な経営・教育等の
講座案内が一切不要な場合は、下記に記載の担当者または当本部お客様相談窓口までご連絡ください。

1.ご提供頂いた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき、安全かつ適切に管理致します。
2.個人情報は、本研究会の申込に関する事務手続きや講座運営のために使用します。ただし、当本部からのセミナーや講演会
等の開催案内のためにも使用する場合があります。
3.個人情報は上記目的以外に第三者に開示、提供することはありません。個人情報の取扱いを含む業務を他社に委託する際
は、個人情報が漏えい・流出することのないよう委託先に対して適切な契約や指導、管理を行います。
4.個人情報の開示､訂正､削除については､上記担当または当本部のお客様相談窓口にご相談ください。

電気ビル共創館３階　カンファレンスＡ
　　福岡市中央区渡辺通２丁目１－８２

会 場 略 図

https://qpc.or.jp/

２０２７年 １月２７日（水）13:30～18:00２０２７年 １月２７日（水）13:30～18:00

電気ビル共創館 ３階カンファレンスＡ
　福岡市中央区渡辺通２丁目１－８２
電気ビル共創館 ３階カンファレンスＡ
　福岡市中央区渡辺通２丁目１－８２

内部監査品質評価ネットワーク　代表　　森　田　卓　哉  氏内部監査品質評価ネットワーク　代表　　森　田　卓　哉  氏

内部監査部門の管理者、スタッフ
監査役、取締役監査等委員、取締役
企画、経理、総務部門の管理者、スタッフ

内部監査部門の管理者、スタッフ
監査役、取締役監査等委員、取締役
企画、経理、総務部門の管理者、スタッフ

公益財団法人 九州生産性本部公益財団法人 九州生産性本部

九 州 旅 客 鉃 道 株 式 会 社
黒 崎 播 磨 株 式 会 社
日 本 ガ ス 株 式 会 社

九 州 旅 客 鉃 道 株 式 会 社
黒 崎 播 磨 株 式 会 社
日 本 ガ ス 株 式 会 社

と　　き

と こ ろ

基調講演

対　　象

事例報告

（七隈線）　渡辺通駅下車（電気ビル本館B２Fへ直結）　
西鉄薬院駅より徒歩7分
・JR博多駅バス停B番より発車する全て（薬院・六本松方面）に乗車可能
（10分）→渡辺通1丁目G降車すぐ
・JR博多駅バス停A番より300番台（福岡PayPayドーム・マリノアシティ
方面）、BRT（連接バス）もしくはK（九大伊都キャンパス方面）に乗車
（10分）→渡辺通1丁目電気ビル共創館前降車すぐ
・天神大丸前バス停4Cより乗車（5分）→渡辺通1丁目電気ビル共創館前降車すぐ
天神より5分、JR博多駅より7分、福岡空港より25分

【地下鉄】
【西　鉄】
【バ　ス】
　
　
　

【タクシー】

第18回
【九州】内部監査実務研究会

～次なる内部監査のステージへ～

内部監査スタッフの経験交流と相互研鑽内部監査スタッフの経験交流と相互研鑽

日本企業の内部監査部門は、長い間「経営に役立つ内部監査」を志向し、先輩の築きあげた内部監査の
上に真摯に改良を重ねて、次の世代にバトンをつないできました。そして、今も多くの内部監査部門が、永遠の
課題に見える「経営に役立つ内部監査」の実現に向け、独自の取り組みを続けておられます。

世界の内部監査の発展過程でも「経営に役立つ内部監査」は大きなテーマでした。他方、世界では内部
監査人の流動性が高く、共通のテーマに取り組む内部監査人の英知を集めた、優れた内部監査実務が生ま
れ、内部監査人協会（IIA）はそれを昇華し、ガバナンスから個々の監査に至る幅広い内部監査の基準を公
表しています。

本研究会では、基調講演で基準の背景にある世界共通の内部監査実務を、日本の風土環境に合わ
せてわかりやすく解説します。そして、企業の内部監査の責任者の方々から、実践事例や抱える課題を
報告いただき、参加者の皆様で共有いただきます。

今回は、「経営に役立つ内部監査」の実現に焦点をあて、参加企業が次なる内部監査のステージへ
進むにはどのようにしたらよいかを一緒に考えます。相互研鑽・経験交流の機会として、多数の方々にご
参加いただきますようご案内申し上げます。



ス　ケ　ジ　ュ　ー　ル

開会挨拶

内部監査品質評価ネットワーク　代表

 福　原　俊　夫  氏
（本研究会　幹事）

（元 日本内部監査協会 品質評価推進室長）

司　会　九州電力株式会社　 経営監査室長  坂　本　武　史  氏
（本研究会　幹事）

挨　拶　西部ガスホールディングス株式会社　 監査部長 尾　﨑　秀　樹  氏
（本研究会　幹事）

森　田　卓　哉  氏

内部監査品質評価ネットワーク　代表　森　田　卓　哉  氏

１.
（本研究会　幹事）

林　　　賢　一  氏

２. 西　山　　　肇  氏

３.

執行役員監査部長

執行役員リスクマネジメント部長

監査・コンプライアンス室長 久　保　吉　浩  氏

〜
15：00

16：00

〜
16：00

17：00

〜
17：10

18：00

〜
13：40

13：30

14：45

参加者経験交流会　～登壇者を囲んでの名刺交換・情報交換会～

事例報告  「当社の内部監査の特徴と経営に役立つ内部監査」

展開討議 「経営に役立つ内部監査の実現にむけて」

基調講演  「経営に役立つ内部監査の実現」
　　　　　～日本の内部監査部門の永遠の課題に、世界共通の英知でアプローチ～

と　　き： ２０２７年１月２７日（水）１３：３０～１８：００

と こ ろ： 電気ビル共創館 ３階カンファレンスＡ
福岡市中央区渡辺通２丁目１－８２

対　　象： 内部監査部門の管理者、スタッフ
　 監査役、取締役監査等委員、取締役
　 企画、経理、総務部門の管理者、スタッフ

参 加 費： 賛助会員企業　２９,７００円（内消費税２,７００円）
未 会 員 企 業　４１,８００円（内消費税３,８００円）

九州内部監査実務研究会　幹事（企業名５０音順） 

講 師 紹 介

開 催 要 領

申 込 要 領

　事例発表いただいた３社の定例監査とテーマ監査への取り組みをもとに、⑴年間監
査計画の策定段階の工夫、⑵社長、取締役会、監査役会・監査等委員会などの要望を
年間監査計画策定に反映させる工夫、⑶定例監査やテーマ監査の工夫、⑷「発見事項
と改善のための提言」の監査対象部門長とのコミュニケーションの工夫、⑸社長、取締役
会、監査役会・監査等委員会などへの監査報告の工夫、⑹「経営に役立つ内部監査」の
実現などの視点で討議いただきます。

　３社の内部監査責任者に、⑴年間監査計画（定例監査やテーマ監査）の策定方法、
⑵年間監査計画策定への社長、取締役会、監査役会・監査等委員会などの関与、⑶個々
の監査の計画、実施、報告、フォローアップの流れ、⑷個々の監査の実施段階の「発見事
項と改善のための提言」の監査対象部門長とのコミュニケーション、⑸社長、取締役会、監
査役会・監査等委員会などへの監査報告の方法やタイミング、監査対象部門への説明や
タイミング、⑹「経営に役立つ内部監査」への取り組みなどについて報告いただきます。

基調講演の講師、実践事例を報告いただいた方 と々ご参加の皆様で名刺交換・情報交換
していただきながら、交流懇親を深めていただきます。

三井住友銀行内部監査部門にて国内海外の内部監査実務とマネジメントを経験。公認内部監査人

（CIA)資格を取得。日本内部監査協会のCIAフォーラム研究会で品質評価を研究。2007年、IIAの外部

評価チームメンバーとして米国で外部評価の実務を学ぶ。日本内部監査協会において、日本の風土・制

度・環境に合わせた『内部監査品質評価ガイド』の発行を進め、IIAの品質評価委員会で承認を得る。

品質評価推進室長として、金融、製造、商業、公共機関他、多数の内部監査部門に、グローバルレベルの

外部評価を日本の風土・制度・環境に合わせて提供。2019年までの12年間、IIA国際本部の品質評価委

員会、専門職課題委員会、金融機関ガイダンス委員会の委員として活動。

2019年、内部監査の個人事務所「内部監査品質評価ネットワーク」を設立。

九 州 電 力 株 式 会 社
九 州 旅 客 鉃 道 株 式 会 社
西部ガスホールディングス株式会社
西 日 本 鉄 道 株 式 会 社

経営監査室長
執行役員監査部長
監 査 部 長
監 査 部 長

坂　本　武　史　氏
林　　　賢　一　氏
尾　﨑　秀　樹　氏
福　原　俊　夫　氏

（１名につき）

○ ＷＥＢ上の参加申込フォームに必要事項をご入力の上、ＷＥＢにてお申込ください。
○ ＷＥＢにて申込後、「受講証」と「参加費請求書」を出力してください。
○ 参加費は銀行振込で、開催前日までにご納入ください。振込手数料は振込人にてご負担願います。
○ お申込の方に万一お差し支えの時は、代理の方の出席をお願いいたします。
○ 開催前日、当日の取消はキャンセル料を申し受けます。詳細につきましてはホームページをご参照
ください。

◇ 本セミナーをＷＥＢ検索する場合は 　九州生産性　内部監査実務　　　で検索してください。

休　　　憩

休　　　憩

西日本鉄道株式会社　 監査部長

九州旅客鉃道株式会社

黒 崎 播 磨 株 式 会 社

日 本 ガ ス 株 式 会 社

 （元 日本内部監査協会　品質評価推進室長）

保有資格：ＣＩＡ（公認内部監査人）、ＣＩＳＡ（公認情報システム監査人）、

　　　　　ＣＩＳМ（公認情報セキュリティマネジャー）、システム監査技術者
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九州生産性　内部監査実務研究会



公益財団法人 九州生産性本部　担当：伊藤、金子、水口　№271
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※個人情報の取扱いについて

当本部事業の案内は会員企業・労組のほか、一般の企業・労組にもお送りしております。今後、この様な経営・教育等の
講座案内が一切不要な場合は、下記に記載の担当者または当本部お客様相談窓口までご連絡ください。

1.ご提供頂いた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき、安全かつ適切に管理致します。
2.個人情報は、本研究会の申込に関する事務手続きや講座運営のために使用します。ただし、当本部からのセミナーや講演会
等の開催案内のためにも使用する場合があります。
3.個人情報は上記目的以外に第三者に開示、提供することはありません。個人情報の取扱いを含む業務を他社に委託する際
は、個人情報が漏えい・流出することのないよう委託先に対して適切な契約や指導、管理を行います。
4.個人情報の開示､訂正､削除については､上記担当または当本部のお客様相談窓口にご相談ください。
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と　　き

と こ ろ

基調講演

対　　象

事例報告

（七隈線）　渡辺通駅下車（電気ビル本館B２Fへ直結）　
西鉄薬院駅より徒歩7分
・JR博多駅バス停B番より発車する全て（薬院・六本松方面）に乗車可能
（10分）→渡辺通1丁目G降車すぐ
・JR博多駅バス停A番より300番台（福岡PayPayドーム・マリノアシティ
方面）、BRT（連接バス）もしくはK（九大伊都キャンパス方面）に乗車
（10分）→渡辺通1丁目電気ビル共創館前降車すぐ
・天神大丸前バス停4Cより乗車（5分）→渡辺通1丁目電気ビル共創館前降車すぐ
天神より5分、JR博多駅より7分、福岡空港より25分

【地下鉄】
【西　鉄】
【バ　ス】
　
　
　

【タクシー】

第18回
【九州】内部監査実務研究会

～次なる内部監査のステージへ～

内部監査スタッフの経験交流と相互研鑽内部監査スタッフの経験交流と相互研鑽

日本企業の内部監査部門は、長い間「経営に役立つ内部監査」を志向し、先輩の築きあげた内部監査の
上に真摯に改良を重ねて、次の世代にバトンをつないできました。そして、今も多くの内部監査部門が、永遠の
課題に見える「経営に役立つ内部監査」の実現に向け、独自の取り組みを続けておられます。

世界の内部監査の発展過程でも「経営に役立つ内部監査」は大きなテーマでした。他方、世界では内部
監査人の流動性が高く、共通のテーマに取り組む内部監査人の英知を集めた、優れた内部監査実務が生ま
れ、内部監査人協会（IIA）はそれを昇華し、ガバナンスから個々の監査に至る幅広い内部監査の基準を公
表しています。

本研究会では、基調講演で基準の背景にある世界共通の内部監査実務を、日本の風土環境に合わ
せてわかりやすく解説します。そして、企業の内部監査の責任者の方々から、実践事例や抱える課題を
報告いただき、参加者の皆様で共有いただきます。

今回は、「経営に役立つ内部監査」の実現に焦点をあて、参加企業が次なる内部監査のステージへ
進むにはどのようにしたらよいかを一緒に考えます。相互研鑽・経験交流の機会として、多数の方々にご
参加いただきますようご案内申し上げます。


